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鶏
冠
基
督
教
会
夕
張
教
会
の
一
棟
の
会
堂
を
使
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
三
教
派

　
北
海
道
の
キ
リ
ス
ト
教
会
と
教
会
建
築
（
そ
の
六
）

川
　
島
　
洋
　
一

一
、
は
じ
め
に

　
本
稿
は
こ
れ
ま
で
の
「
そ
の
一
～
五
（
註
一
）
」
の
継
続
研
究
で

あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
教
会
建
築
の
形

態
的
（
平
面
・
立
面
）
な
視
点
に
立
ち
、
建
築
す
る
側
の
教
会
組
織

と
の
関
連
性
を
含
ま
せ
な
が
ら
、
建
物
そ
の
も
の
の
変
遷
に
つ
い

て
考
察
し
、
北
海
道
に
お
け
る
教
会
建
築
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す

る
事
を
目
的
と
す
る
。

　
今
團
は
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
以
下
新
教
略
V
教

会
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
明
治
時
代
か
ら
石
炭
産

業
で
形
成
さ
れ
た
道
央
に
位
置
す
る
夕
張
市
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の

伝
道
を
開
始
し
、
一
棟
の
教
会
建
築
を
三
教
派
が
使
用
し
て
、
現

在
で
は
「
日
本
基
督
教
会
（
以
下
日
基
軸
）
」
が
用
い
て
い
る
教
会

建
築
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
う
。

二
、
三
教
派
（
聖
公
会
、
教
団
、
陽
基
）
介
在
と
そ
の
沿
革

〈
日
本
聖
公
会
と
し
て
の
創
立
〉

　
聖
公
会
の
北
海
道
で
の
伝
道
は
明
治
初
期
か
ら
函
館
で
開
始
さ

れ
、
そ
の
後
札
幌
等
の
道
央
へ
と
拡
大
し
、
夕
張
に
は
明
治
三
十

六
年
聖
公
会
伝
道
会
社
に
よ
っ
て
講
義
所
が
置
か
れ
た
。
教
会
は

炭
坑
の
町
と
し
て
発
展
す
る
中
で
、
急
増
す
る
炭
坑
労
働
者
へ
の

伝
道
を
中
心
と
し
て
成
長
し
た
。
ま
た
聖
公
会
の
特
徴
で
あ
る
先

注
民
で
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
の
人
々
へ
の
宣
教
を
明
治
蒔
代
か
ら
全
道

的
に
行
な
っ
て
い
た
が
、
美
唄
市
と
同
様
に
炭
坑
の
町
で
の
伝
道

も
積
極
的
に
行
な
わ
れ
で
い
た
（
註
二
）
。

　
大
正
時
代
に
入
る
と
教
会
の
伝
遵
活
動
が
実
り
、
周
十
五
年
十

二
月
に
現
在
の
会
堂
が
完
成
し
た
。
し
か
し
昭
和
五
年
に
な
る
と

社
会
的
な
不
況
に
み
ま
わ
れ
、
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
炭
鉱
汽
船
会

社
等
の
事
業
縮
少
の
た
め
人
口
減
と
な
り
、
こ
の
影
響
で
信
徒
の

転
出
が
み
ら
れ
、
同
十
五
年
で
は
信
徒
六
三
名
、
礼
拝
出
席
十
四

名
へ
と
教
勢
は
低
迷
し
た
。

〈
日
本
基
督
教
闘
へ
の
加
入
〉

　
軍
国
主
義
の
台
頭
で
昭
和
十
六
年
に
は
宗
教
団
体
法
が
発
令
さ

れ
新
教
各
教
派
は
「
田
本
基
督
教
団
（
以
下
教
団
略
ご
に
強
制
的
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に
統
合
さ
れ
た
。
従
っ
て
創
立
時
の
「
日
本
聖
公
会
夕
張
教
会
」
は
、

「
B
本
基
督
教
団
夕
張
聖
公
教
会
」
と
名
称
を
変
え
て
活
動
が
続
け

ら
れ
、
戦
時
中
に
は
「
支
那
事
変
特
別
祈
願
式
」
「
皇
紀
二
千
六
百

年
奉
祝
式
扁
等
の
戦
争
協
力
を
思
わ
せ
る
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て

い
た
。
同
十
九
年
に
は
主
管
者
の
徴
用
に
よ
っ
て
活
動
は
停
滞
し

終
戦
と
な
っ
た
。

　
戦
後
に
な
っ
て
、
以
前
か
ら
の
炭
坑
は
産
業
復
興
と
し
て
再
度

の
発
展
期
と
な
り
夕
張
の
町
は
活
性
化
さ
れ
、
ま
た
先
勝
国
の
宗

教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
は
ブ
ー
ム
的
に
多
く
の
人
々
の
心
を
と
ら

え
、
教
会
は
主
管
者
が
不
在
に
も
関
わ
ら
ず
、
教
派
に
関
係
な
く

多
く
の
集
会
に
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
二
十
三
年
に
は
「
教

団
夕
張
鹿
ノ
谷
教
会
」
と
変
わ
り
、
「
聖
公
会
」
と
い
う
名
称
は
使

用
さ
れ
な
か
っ
た
。

〈
B
本
基
督
教
会
に
所
属
〉

　
宗
教
団
体
法
の
解
除
に
よ
り
、
戦
後
多
く
の
教
会
は
教
団
加
入

以
前
の
教
派
に
戻
っ
た
が
、
創
立
時
の
夕
張
盤
公
会
は
「
教
団
夕

張
鹿
ノ
谷
」
と
名
称
は
変
わ
っ
た
が
、
聖
公
会
ど
し
て
そ
の
ま
ま
残

っ
た
。
し
か
し
同
二
十
八
年
に
な
っ
て
聖
公
会
に
は
戻
ら
ず
「
資

本
基
督
教
会
」
に
加
入
し
て
「
日
本
基
督
教
会
鹿
ノ
谷
教
会
」
と
な

り
、
そ
の
意
趣
三
十
二
年
「
山
本
基
督
教
会
夕
張
教
会
し
と
名
称

を
変
え
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

三
、
教
会
建
築
の
変
遷

〈
初
期
会
堂
の
建
設
〉

　
〔
取
り
組
み
）
　
大
正
十
五
年
の
聖
公
会
に
よ
る
初
期
会
堂
の
建

築
は
、
建
築
委
貫
、
賛
助
者
、
設
立
管
理
者
、
、
司
牧
伝
道
師
等
の

十
二
人
が
呼
び
掛
け
人
と
な
っ
て
、
同
年
三
月
に
作
成
さ
れ
た

「
夕
張
聖
公
会
教
会
堂
建
築
費
募
集
趣
意
書
（
資
料
一
！
ご
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
土
地
寄
贈
者
、
行
政
関
係
者
等

の
当
時
夕
張
で
著
名
な
人
物
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
残
さ
れ
て
い

～
轡
ほ

』
　
－
∵

◎
誉
を
・
趣
，
艶
勲
、
包

～1　夕張聖公会新築設計図（T12＞
　　彩色透視図と計繭平爾函（推定）
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た
「
予
算
書
（
資
料
1
2
ご
に
よ
る
と
、
総
工
費
金
参
千
八
百
円
也
、

礼
拝
堂
ノ
部
計
二
、
二
七
七
・
○
○
○
、
牧
師
館
ノ
部
計
九
六
九
・

七
五
〇
、
雑
工
事
ノ
部
計
五
五
三
・
二
五
〇
と
あ
り
、
ま
た
彩
色
さ

れ
た
透
視
図
と
「
夕
張
聖
公
会
新
築
設
計
図
（
図
1
ご
が
残
っ
て

い
た
。
更
に
夕
張
の
鉱
区
別
、
地
特
別
に
六
十
二
人
の
「
芳
名
録

（
資
料
1
3
）
」
も
添
付
さ
れ
て
い
た
。

資料一1 夕張聖公会教会堂
建築費募集趣意書（T12．3月作成）
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資料一2　夕張聖公会教会堂建築費予算書（T12）

資料一3

　芳名録
　（T12）
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〔
床
面
積
〕
　
残
さ
れ
て
い
た
資
料
に
よ
る
と
、
．
建
物
は
両
切
妻

造
家
根
鉄
板
葺
木
造
平
家
（
晃
積
書
・
透
視
図
と
問
じ
、
筆
者
記
）
、

床
面
積
聖
堂
二
〇
坪
、
玄
関
一
・
三
三
～
二
坪
、
牧
師
館
…
二
坪
、
便
所
○
・

七
五
坪
、
計
三
三
・
○
八
三
坪
（
透
視
図
中
の
設
計
図
と
一
致
、
筆

者
記
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
年
九
月
に
書
か
れ
た
見
積
書
で
は
、

延
床
面
積
四
〇
・
八
三
三
三
坪
と
な
っ
て
い
て
、
ま
た
同
年
十
二
月

B
付
け
の
「
設
計
変
更
腰
付
キ
増
額
明
細
書
」
で
も
面
積
増
（
縁
側
、

便
所
、
風
呂
、
物
置
等
の
建
物
）
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た

初
期
会
堂
が
建
設
さ
れ
た
以
降
も
面
積
の
増
減
は
な
く
、
更
に
昭

和
十
七
年
に
書
か
れ
た
平
、
面
図
の
牧
師
館
部
分
が
異
な
っ
て
い
た

事
か
ら
、
添
付
さ
れ
て
い
た
透
視
図
中
の
設
計
麟
通
り
の
建
築
で

は
な
く
、
実
際
に
建
て
ら
れ
た
初
期
会
堂
は
、
昭
和
十
七
年
の
図
嘩

で
の
四
四
・
四
坪
の
床
面
積
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
表
…
1
）

　
〔
丁
丁
形
〕
全
体
的
に
は
東
西
方
向
を
軸
と
し
た
長
方
形
の
平

面
で
、
西
側
を
礼
拝
窒
、
東
側
を
牧
師
館
と
し
て
配
置
（
三
一
2
）

さ
れ
て
い
た
。
礼
拝
室
は
長
方
形
平
面
で
あ
り
、
床
面
積
約
二
四

坪
対
面
形
式
の
信
徒
席
配
置
で
あ
っ
た
。
ま
た
牧
師
館
は
田
の
字

型
配
置
と
な
っ
て
い
た
。

　
〔
断
薗
膨
〕
　
会
堂
は
棟
が
高
い
急
勾
配
の
切
妻
屋
根
と
な
っ
て

表一1　日本酒督教会夕張教会の教会建築床彌積（推定）変遷
　　‘　　　　　　　　　　　　　　（大正15年～平成3年

延床面積

年　　代

夢
増
改

構造規模

煤@　所

変化　部分
1　　階 備　　　　　　　　考

m3 坪 m蓼 坪

大正三5年

@　3月
計
画
木造平家 109，三7 33，083

聖堂20坪　玄関L33坪　牧師館12坪　便所0，75坪

ﾊ色透視図中の新樂設計図面積　　　　　総工費3，800円

逕q堂2，277円　牧師館969．750円　雑工事553，250阿

大正15年

@　9月
計
飼
木造平家 25．58 7．75 134．75 40，833

晃積書による

変 北側物置 4．95 L50 設計変廼二付キ増額明細書

ｫ幽図北擁便所削除し四二に変更

v闘麟牧師館南側部分薗積増
大正15年
@　12月
k新築〕

変 東側浴室 3．30 r．00 149．33 罎5，250

変 南側鍵所 4．13 L25

昭和16年
一
木造平家 149．33 45，25G

礼拝窯講壌凸部潮除

Rンミユ一身ンレール溺除
ｰ面積変．比なし

解 物置解体 一4．95 一1．5G 北側旧物物散鰍置

圏＠q増改築し現物麗

昭和28年
@　以降

改 浴露改築 2．48 0．75

146．85 覗．500

平成3年 ｝
木造平家 圭壌6．85 44，500

廉面積変化なし
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い
て
、
礼
拝
室
は
吊
り

水
平
天
井
で
は
な
く
、

ゆ
る
い
勾
配
の
両
青
天

井
と
な
っ
て
い
た
。
従
っ

て
、
小
屋
組
は
上
り
梁

の
合
掌
組
と
な
っ
て
い

て
、
桁
部
分
に
は
引
張

補
強
材
と
し
て
の
パ
イ
プ

の
水
平
部
材
が
礼
拝
室

上
部
を
横
断
し
、
そ
の

両
端
に
は
木
製
の
装
飾

写真一1　現会堂内部正面（H3年撮影）

が
用
い
ら
れ
て
い
た
（
写
真
1
1
）
。

　
〔
礼
拝
室
内
部
〕
　
礼
拝
室
は
長
方
形
で
短
辺
方
向
を
正
面
と
し

両
側
の
柱
と
上
部
水
平
装
飾
板
に
よ
る
額
縁
（
写
真
l
l
）
で
囲
ま

れ
た
講
壇
が
配
置
さ
れ
て
い
て
、
左
右
に
は
ド
ア
が
あ
り
そ
の
上
部

は
尖
頭
ア
ー
チ
の
骨
組
み
で
装
飾
さ
れ
て
い
た
。
同
様
に
両
側
長
辺

壁
に
は
、
上
部
尖
頭
ア
ー
チ
の
縦
長
上
げ
下
げ
窓
が
連
続
し
て
い
た
。

更
に
前
記
の
水
平
材
と
し
て
の
パ
イ
プ
と
垂
直
の
パ
イ
プ
と
の
交

点
に
は
装
飾
と
し
て
の
円
形
金
属
板
が
用
い
ら
れ
、
こ
の
円
形
と

調
和
す
る
様
に
馬
両
妻
壁
（
短
辺
方
向
）
上
部
に
は
直
径
九
〇
〇
の

円
形
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
付
設
さ
れ
て
い
た
。
内
部
は
全
体
的

に
ロ
マ
ネ
ス
ク
調
の
洋
風
意
匠
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

　
〔
牧
師
館
内
部
〕
　
三
つ
の
居
室
は
畳
敷
で
、
縁
側
も
一
部
配
置
さ

れ
た
日
本
に
お
け
る
在
来
軸
組
構
法
の
和
風
建
築
で
あ
り
、
礼
拝
室
の

意
匠
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
た
だ
台
所
奥
の
居
室
の
み
に
縦
長
上
げ

下
げ
窓
（
他
は
引
き
違
い
）
が
使
用
さ
れ
、
洋
風
意
匠
と
な
っ
て
い
た
。

　
〔
外
観
〕
　
西
側
の
妻
側
を
高
く
持
ち
上
げ
切
妻
屋
根
の
断
面
形

を
み
せ
る
正
面
（
写
真
，

一
2
）
は
、
同
じ
屋
根
の

玄
関
棟
を
中
央
に
配
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

し
、
更
に
こ
の
棟
左
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

に
上
部
尖
頭
ア
ー
チ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観

縦
長
上
げ
下
げ
窓
が
一

対
付
設
さ
れ
た
対
象
形

と
な
っ
て
い
て
、
塔
は

用
い
ら
れ
ず
棟
上
に
十

字
架
を
置
い
た
簡
素
な

形
態
と
な
っ
て
い
た
。

別

写真一2　現会堂外
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外
壁
は
下
見
板
張
で
あ
る
が
、
窓
枠
や
柱
に
よ
っ
て
垂
直
線
の
強

調
が
み
ら
れ
、
ま
た
妻
壁
上
部
に
は
四
型
と
同
様
な
屋
根
裏
換
気

の
た
め
の
三
連
の
装
飾
的
小
窓
が
あ
っ
た
。
ま
た
主
屋
及
び
玄
関

棟
の
棟
上
部
の
小
さ
な
妻
壁
は
細
や
か
に
装
飾
さ
れ
、
内
部
と
同

様
に
ロ
マ
ネ
ス
ク
調
の
意
匠
と
な
っ
て
い
た
。
竹
製
は
正
面
の
窓

と
同
様
な
窓
が
五
本
等
間
隔
で
付
設
さ
れ
て
い
た
。

　
牧
師
館
は
、
切
妻
屋
根
下
見
板
鼠
壁
、
5
1
き
違
い
窓
（
一
ヶ
所

上
げ
下
げ
）
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
和
風
意
匠
で
あ
っ
た
。

　
〔
設
計
者
。
施
工
者
〕
　
残
さ
れ
て
い
た
彩
色
透
視
図
（
図
1
）
と
、

こ
の
図
中
に
描
か
れ
た
設
計
図
（
平
面
図
）
に
は
、
作
成
者
名
及
び

作
成
年
月
疑
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
旧
北
大
土
木

科
を
卒
業
し
、
北
海
道
炭
鉱
汽
船
会
社
の
技
術
者
で
あ
っ
た
信
徒

で
あ
る
野
崎
達
夫
が
建
築
委
墨
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
工
事
関
係

の
多
く
の
領
収
証
の
宛
先
が
彼
に
な
っ
て
い
た
事
な
ど
か
ら
、
恐

ら
く
こ
の
建
築
工
事
の
中
心
入
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
野
崎

達
夫
が
趣
意
書
作
成
時
に
描
い
た
と
推
察
で
き
よ
う
。
そ
し
て
地

元
や
他
の
町
の
業
者
に
よ
る
見
積
書
が
三
楽
あ
っ
た
事
か
ら
、
入

札
に
よ
り
請
負
人
を
決
め
た
と
考
え
ら
れ
、
最
終
的
に
は
小
樽
の

金
子
幸
作
が
請
負
人
と
な
っ
て
工
事
を
進
め
た
。

〈
教
団
所
属
後
の
会
堂
〉

　
初
期
会
堂
は
改
築
さ
れ
ず
に
い
た
が
、
昭
和
十
六
年
の
教
団
所

属
時
に
内
部
礼
拝
室
講
壇
部
分
が
改
修
（
図
1
2
）
さ
れ
、
聖
公
会

特
有
の
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
レ
ー
ル
と
、
正
面
壁
か
ら
凸
部
分
と
な

っ
て
い
た
講
壇
の
｝
部
が
取
り
の
ぞ
か
れ
た
。

　
ま
た
日
基
に
な
っ
て
か
ら
は
、
牧
師
館
が
若
干
の
増
改
築
（
物

置
解
体
、
浴
室
を
物
置
に
）
が
成
さ
れ
、
ま
た
礼
拝
室
床
・
壁
等
の
改

修
を
し
て
今
田
に
至
っ
て
い
る
（
図
一
2
）
。

四
、
現
貝
基
高
張
教
会
会
堂
の
歴
史
的
形
態
の
特
徴
に
つ
い
て

　
〔
建
築
的
騰
徽
〕
　
大
正
時
弐
来
に
建
て
ら
れ
た
初
期
会
盤
が
今

日
現
存
す
る
会
堂
の
基
本
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
、
、
教
会
建
築
を
具

体
的
に
提
案
す
る
設
計
に
お
い
て
、
土
木
を
専
門
と
七
て
い
た
野

崎
達
夫
が
関
与
し
た
ど
考
え
る
な
ら
ば
、
∵
建
築
面
に
も
精
通
し
た

人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
す
な
わ
ち
、
礼
拝
室
空
間
に
が
り
ユ
ー
ム
を
持
た
せ
る
た
め
に

天
井
を
水
平
に
す
る
と
狭
く
感
じ
る
事
か
ら
、
、
両
斜
め
天
井
宏
七

て
高
さ
を
充
分
に
確
保
す
る
小
屋
組
と
し
、
更
に
水
平
引
っ
張
り

力
へ
の
補
強
と
し
て
細
い
パ
イ
プ
を
用
い
だ
点
は
3
天
井
㊨
高
さ

強
調
と
正
面
へ
の
視
線
に
影
響
を
極
力
な
く
す
事
に
成
功
し
た
と
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言
え
、
土
木
の
力
学
的
知
識
が
役
立
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
意
匠
的
に
も
教
会
建
築
を
研
究
し
た
点
が
見
ら
れ
、
特

に
礼
拝
室
内
部
の
講
壇
額
縁
の
装
飾
は
、
聖
公
会
建
築
に
用
い
ら

れ
る
手
法
で
あ
り
、
牧
師
の
意
向
が
強
く
反
映
し
た
と
し
て
も
、

そ
の
デ
ザ
イ
ン
感
覚
に
は
教
会
建
築
と
し
て
の
基
本
形
が
意
識
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
ア
や
上
げ
下
げ
窓
上
部
の
尖
頭
ア

ー
チ
は
ゴ
シ
ッ
ク
の
手
法
で
は
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
ゴ
シ
ッ
ク

の
様
な
華
や
か
さ
は
見
ら
れ
ず
、
内
部
天
井
を
支
え
る
よ
う
に
細

い
斜
め
梁
（
リ
ブ
状
）
を
装
飾
的
み
せ
る
等
、
控
え
め
な
意
匠
を
用

い
て
ロ
マ
ネ
ス
ク
調
の
会
堂
に
ま
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
残
さ

れ
て
い
た
彩
色
透
視
図
は
、
こ
う
し
た
野
口
達
夫
の
教
会
建
築
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
姿
勢
が
あ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
土
木
分
野
で
の
技
術
が
こ
の
作
品
を
通
し
て
生
か
さ
れ
た

と
言
え
る
。

　
更
に
外
観
正
面
形
に
あ
っ
て
は
、
明
治
四
十
一
年
に
建
て
ら
れ

小
樽
聖
公
会
会
堂
（
写
真
1
3
）
の
置
塔
（
註
3
）
を
取
り
の
ぞ
い
た

形
態
に
類
似
し
、
恐
ら
く
野
崎
達
夫
は
、
こ
の
会
堂
に
影
響
さ
れ

て
正
面
形
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
入
札
に
よ
る
請

負
人
決
定
に
際
し
て
も
、
こ
の
会
堂
の
存
在
が
影
響
し
、
小
樽
の
金

茎

写真一3　小樽聖公会会堂（M41年建築）

子
幸
作
に
な
っ
た
と
も
言
え
る
。

　
〔
会
堂
と
宗
教
的
意
図
〕
　
教
会
建
築
に
お
い
て
各
教
派
の
宗
教

的
意
図
と
教
会
観
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
的
要
素
に
強
く
影
響
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
（
註
四
）
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
教
会
、

建
築
は
、
新
教
内
で
最
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
近
い
セ
レ
モ
ニ
ー

を
重
視
す
る
聖
公
会
が
、
教
団
加
入
後
も
聖
公
会
で
の
教
会
運
営

が
存
続
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
レ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

除
去
し
、
ま
た
戦
後
に
な
っ
て
日
直
に
所
属
し
て
も
改
修
も
な
く
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
使
用
さ
れ
た
点
は
、
一
つ
の
特
徴
と
い
え
る
。
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昭
和
初
期
か
ら
の
炭
鉱
産
業
の
好
不
景
気
が
、
種
々
な
教
派
に

属
す
る
信
徒
の
出
入
り
に
影
響
し
、
教
派
の
区
別
な
く
教
会
運
営

が
な
さ
れ
て
い
て
、
聖
公
会
に
こ
だ
わ
ら
な
い
教
会
観
が
あ
っ
た

事
が
、
こ
の
一
棟
の
会
堂
．
を
、
三
教
派
が
使
用
で
き
た
主
な
原
因

と
い
っ
て
よ
い
。

五
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
現
日
基
夕
張
教
会
会
堂
の
特
異
な
変
遷
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
代
以
降
は
、
教
圃
を
離
脱
し
て
戦
前

の
旧
教
派
に
戻
る
、
又
留
ま
る
教
会
、
そ
し
て
離
脱
し
て
も
旧
教

派
で
は
な
《
本
稿
で
の
夕
張
教
会
の
様
に
他
教
派
に
所
属
す
る
教

会
等
、
種
々
な
変
遷
が
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
展
開
の
背
後
に
は
、

昭
和
十
六
年
の
教
団
設
立
時
の
複
雑
な
教
派
的
問
題
が
あ
由
た
事

は
吾
う
ま
で
も
な
い
。

　
従
っ
て
、
今
後
は
本
稿
で
の
夕
張
教
会
の
歩
み
と
類
似
す
る
教

会
を
対
象
と
し
て
、
建
築
の
形
態
的
変
遷
に
つ
．
い
て
考
察
し
、
北

海
道
内
で
の
教
会
建
築
の
特
異
な
歴
史
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
。

〔
脚
注
〕

（
註
一
）
北
海
道
基
督
教
学
会
編
「
基
督
教
学
」
第
～
七
・
二
～
二
一
四
・

　
　
　
二
五
・
二
編
ハ
ロ
写

（
註
二
）
同
、
第
二
四
号
「
日
本
聖
公
会
所
属
の
工
棟
の
教
会
建
築
に
つ
い

　
　
　
て
一
北
海
道
の
キ
リ
ス
ト
教
会
と
教
会
建
築
（
そ
の
三
ご
参
照
。

（
註
三
）
昭
和
五
十
一
年
度
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
硬
概
集
、
八
○

　
　
　
　
一
二
（
一
山
ハ
一
二
～
頁
V
参
昭
醐

（
註
四
〉
昭
和
五
十
三
年
度
同
梗
概
集
、
九
〇
九
九
（
二
一
四
九
－
二
一
五
〇
）

　
　
　
参
照
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